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Ⅰ．調査概要 
本調査の実施概要は以下のとおりとなっている。 

 
❏調査目的 

奄美群島内の高等学校及び専門学校に通う学生が、島の魅力、進路・定住意向、奄美群島
の将来などについてどのように考えているのかを把握することを目的とする。 

 
❏調査対象者と回収状況 

奄美群島内の高等学校（９校）及び専門学校（２校）における令和 5 年 3 月卒業見込み
の在校生 863 人を対象とした。回収状況は 808 人で回収率は 93.6％となっている。 

【対象者数と回収状況】                単位：人、％ 

 
 
❏調査方法 

各学校を通じて調査票を配布し、回収した。 
 
❏調査期間 

令和 4 年 7 月中旬〜下旬 
 
  

対象者数 回収数 回収率
大島高校 218 191 87.6
奄美高校 129 126 97.7
大島北高校 37 32 86.5
古仁屋高校 36 35 97.2
喜界高校 58 55 94.8
徳之島高校 88 82 93.2
沖永良部高校 92 88 95.7
与論高校 40 37 92.5
樟南第二高校 103 101 98.1
奄美看護福祉専門学校 45 44 97.8
奄美情報処理専門学校 17 17 100.0

合計 863 808 93.6
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❏調査項目 
調査項目については、以下のとおり。 

【調査項目】 
属性 出身の市町村名、瀬戸内町のみ居住する島、学校名等、性別 

Ａ 島の魅力 問１ 島の魅力（上位 2 位まで） 

Ｂ 進路・定住
意向 

問２ 卒業後の進路についての考え 
問３ 将来の奄美群島での居住継続意向 
問４ 奄美群島で暮らし続けたいと思う理由 
問５ 将来の帰島意向 
問６ 将来、奄美群島に帰ってきて暮らしたいと思う理由 
問７ 将来帰島して働きたい分野 
問８ 奄美群島で暮らすため又は暮らすとした場合に必要なこと 

Ｃ 奄美群島の
将来 

問９ 居住する島の将来の姿の希望 
問 10 奄美群島の将来について心配していること 
問 11 今後の教育について重点を置くべきこと 
問 12 今後の島の発展・振興のために力を入れるべき産業 
問 13 沖縄県の振興施策のうち、奄美群島においても対等な競争をするた

めに力を入れて支援すべきと考える施策 
問 14 世界自然遺産の 4 地域が生物多様性を保全していく上で重要な地域

であることについての認知度 
問 15 過去 1 年間に参加したことがある活動や講演会など 
問 16 奄美大島と徳之島が世界自然遺産になったことで期待できることに

ついての考え 
問 17 奄美大島と徳之島が世界自然遺産になったために懸念又は心配する

ことについての考え 
問 18 奄美群島振興開発特別措置法についての考え 
問 19 奄美群島の振興開発についての意見・提言 
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Ⅱ．調査結果 
 
１．回答者の属性 

回答者 808 人の属性は、以下のとおりとなっている。 
 
【出身の市町村（Ｎ＝808）】 

 
 
 
【在籍している学校（Ｎ＝808）】    【性別（Ｎ＝808）】 

  
  

○瀬戸内町出身で居住している島 
 （Ｎ＝49） 
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２．集計結果 
（１）島の魅力について 

島の魅力については、「豊かな自然に恵まれていること」が最も多く、次いで「都会に
はないゆったりとした気持ちで暮らせること」、「固有の文化や伝統が日常生活の身近に
あること」、「結いの精神により地域住民が助け合って暮らせること」などとなっている。 

 
【島の魅力（Ｎ＝808）】 
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（２）進路・定住意向について 
① 卒業後の進路についての考え 

卒業後の進路については、「進学のため奄美群島外に出る」が約 7 割を占め最も多く、
次いで「就職のため奄美群島外に出る」（19.4％）となっており、『奄美群島内で暮らし続
ける』（「奄美群島内で進学する」、「奄美群島内で就職する」「地元に残り家業をつぐ」の
合計）は 8.0％にとどまっている。 

 
【卒業後の進路についての考え（Ｎ＝808）】 

 
 

② 将来の奄美群島での居住継続意向 
『奄美群島内で暮らし続ける』と回答した人の将来の奄美群島での居住継続意向につ

いては、「是非暮らしたい」と「できれば暮らしたい」がともに 37.5％で最も多く、『暮
らしたくない』（「どちらかというと暮らしたくない」と「暮らしたくない」の合計、以下
も同様）は約 2 割にとどまっている。 

 
【将来の奄美群島での居住継続意向（Ｎ＝64）】 
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③ 奄美群島で暮らし続けたいと思う理由 
奄美群島で暮らし続けたいと思う理由については、「島が好きだから」が 50.0％で最も

多く、次いで「生まれ育った所だから」（25.0％）、「家族と一緒に住みたいから」（10.4％）
などとなっている。 

 
【奄美群島で暮らし続けたいと思う理由（Ｎ＝48）】 

 
 

④ 将来の帰島意向 
進学や就職のため奄美群島外に出る予定の人の将来の帰島意向については、「できれば

暮らしたい」が 40.3％で最も多く、「是非暮らしたい」（17.0％）も含めると『暮らした
い』が半数を超えている。その一方で、『暮らしたくない』が 34.6％となっている。 

 
【将来の帰島意向（Ｎ＝719）】 
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⑤ 将来、奄美群島に帰ってきて暮らしたいと思う理由 
将来、奄美群島に帰ってきて暮らしたいと思う理由については、「島が好きだから」が

50.7％で最も多く、次いで「生まれ育った所だから」（28.4％）、「島のために尽くしたい
から」（10.2％）などとなっている。 

【将来、奄美群島に帰ってきて暮らしたいと思う理由（Ｎ＝412）】 

 
 

⑥ 将来帰島して働きたい分野 
将来帰島して働きたい分野については、「医療・福祉」が 22.1％で最も多く、次いで「公

務員」（19.2％）、「畜産業を中心にした農業」と「建設業」（ともに 6.1％）などとなって
いる。その一方で、「特にない」が 19.4％と約 2 割を占めている。 

【将来帰島して働きたい分野（Ｎ＝412）】 
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⑦ 奄美群島で暮らすため又は暮らすとした場合に必要なこと 
奄美群島で暮らすため又は暮らすとした場合に必要なことについては、「労働条件（給

与・福利厚生等）の良い仕事があること」が最も多く、次いで「商業施設が充実するこ
と」、「島内外の交通が便利になること（運賃の軽減を含む）」などとなっている。 

 
【奄美群島で暮らすため又は暮らすとした場合に必要なこと（Ｎ＝808）】 
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（３）奄美群島の将来について 
① 居住する島の将来の姿の希望 

居住する島の将来の姿については、「豊かな自然に恵まれた島」が最も多く、次いで「全
国から多くの観光客が訪れる島」、「人情味あふれた心豊かな島」、「医療や福祉が充実し
た子育て・高齢者に優しい島」などとなっている。 

【居住する島の将来の姿の希望（Ｎ＝808）】 

 
 

② 奄美群島の将来について心配していること 
奄美群島の将来について心配していることについては、「少子・高齢化の進行」が最も

多く、次いで「人口の減少」、「自然破壊」などとなっている。 

【奄美群島の将来について心配していること（Ｎ＝808）】 
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③ 今後の教育について重点を置くべきこと 
今後の教育について重点を置くべきことについては、「奄美固有の文化や伝統などの郷

土教育の充実」が最も多く、次いで「群島内外との交流活動や交換留学制度の充実」、「校
舎等の整備」、「大学・専門学校等の教育機関の整備・充実」などとなっている。 

【今後の教育について重点を置くべきこと（Ｎ＝808）】 

 
 

④ 今後の島の発展・振興のために力を入れるべき産業 
今後の島の発展・振興のために力を入れるべき産業については、「観光関連産業」が最

も多く、次いで「亜熱帯気候を生かした園芸農業（花、果樹、野菜）」、「大島紬関連産業」、
「さとうきびを基幹とした農業」などとなっている。 

【今後の島の発展・振興のために力を入れるべき産業（Ｎ＝808）】 
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の
取
組

製
造
業
（
黒
糖
焼
酎
関
連
産
業
及
び
大
島
紬
関

連
産
業
を
除
く
）

わ
か
ら
な
い

上
記
以
外
の
農
業

林
業

上
記
以
外
の
漁
業

そ
の
他

無
回
答

3番
2番
1番
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⑤ 沖縄県の振興施策のうち、奄美群島においても対等な競争をするために力を入れて支
援すべきと考える施策 
沖縄県の振興施策のうち、奄美群島においても対等な競争をするために力を入れて支

援すべきと考える施策については、「観光・リゾート産業」が 90.0％で突出して最も多く、
次いで「情報通信関連産業」、「国際物流拠点事業」、「農業」などとなっている。 

 
【沖縄県の振興施策のうち、奄美群島においても対等な競争をするために力を入れて支援す

べきと考える施策（Ｎ＝808）】 

 
  

0.4 

1.4 

5.3 

11.1 

21.7 

24.9 

27.1 

34.9 

39.6 

39.7 

90.0 

0 20 40 60 80 100

無回答

その他の施策

林業

金融業

水産業

中小企業の振興

産業イノベージョンの推進

農業

国際物流拠点事業

情報通信関連産業

観光・リゾート産業

[％]
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⑥ 世界自然遺産の 4 地域が生物多様性を保全していく上で重要な地域であることについ
ての認知度 
世界自然遺産の 4 地域が生物多様性を保全していく上で重要な地域であることの認知

度については、「知っていた」が 76.9％で 8 割近くを占め、「知らなかった」は 23.0％と
なっている。 

 
【世界自然遺産の 4 地域が生物多様性を保全していく上で重要な地域であることについての

認知度（Ｎ＝808）】 

 
 

⑦ 過去 1 年間に参加したことがある活動や講演会など 
過去 1 年間に参加したことがある活動や講演会などについては、「ゴミ拾いなど地域の

美化活動」が 70.3％と突出して最も多く、次いで「自然や生きものの観察会」、「世界遺
産や自然に関する講演会やシンポジウム等」などとなっている。 

 
【過去 1 年間に参加したことがある活動や講演会など（Ｎ＝808）】 

 
  

23.5 

1.1 

3.6 

11.0 

11.4 

70.3 

0 20 40 60 80

無回答

盗掘防止パトロールやモニタリング調査

外来植物の抜き取り作業など外来種駆除

世界遺産や自然に関する講演会やシンポジウム等

自然や生きものの観察会

ゴミ拾いなど地域の美化活動

[％]
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⑧ 奄美大島と徳之島が世界自然遺産になったことで期待できることについての考え 
奄美大島と徳之島が世界自然遺産になったことで期待できることについて『思う』（「と

ても思う」と「思う」の合計）と回答した割合をみると、「地域の知名度や人気が高まる」
が 89.6％で約 9 割を占め最も多く、次いで「観光関連の収益が増える」（86.0％）、「農産
物・加工品の売り上げが増える」（72.6％）などとなっている。 

また、「美しい景色が守られる」、「貴重な動植物や自然が守られる」、「地域経済が活性
化し、雇用が増える」についても『思う』が半数を超えている。 

その一方で、「観光マナーがより徹底される」、「飲食店やお店が増え、生活しやすくな
る」、「移住者が増え、人口減少の歯止めとなる」については『思う』が半数を下回り、「分
からない」が最多となっている。 

 
【奄美大島と徳之島が世界自然遺産になったことで期待できることについての考え（Ｎ＝808）】 

 
  

12.9 

16.0 

16.8 

42.1 

28.0 

19.7 

27.1 

27.7 

50.0 

23.4 

31.6 

26.6 

43.9 

44.6 

38.1 

35.1 

32.3 

39.6 

37.3 

36.4 

28.7 

11.0 

20.9 

29.8 

19.6 

22.5 

6.4 

21.9 

12.9 

21.4 

1.5 

4.6 

9.9 

14.7 

13.6 

2.2 

3.8 

2.5 

5.2 
0.6 

1.0 

1.9 

2.5 

3.2 

1.0 

0.7 

0.7 

1.2 

0.9 

1.0 

0.6 

1.0 

0.6 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

移住者が増え，人口減少の歯止めとなる

飲食店やお店が増え，生活しやすくなる

観光マナーがより徹底される

観光関連の収益が増える

農産物・加工品の売り上げが増える

地域経済が活性化し，雇用が増える

美しい景色が守られる

貴重な動植物や自然が守られる

地域の知名度や人気が高まる

とても思う 思う 分からない 思わない 全く思わない 無回答
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⑨ 奄美大島と徳之島が世界自然遺産になったために懸念又は心配することについての考
え 
奄美大島と徳之島が世界自然遺産になったために懸念又は心配することについて『思

う』（「とても思う」と「思う」の合計）と回答した割合をみると、「観光客によるゴミの
ポイ捨てが増える」が 84.3％で最も多く、次いで「生きものの交通事故が増える」（75.0％）、
「利用者が増えて自然環境が劣化する」（74.0％）、「希少生物を無断でとる人が増える」
（68.6％）、「観光案内所やトイレなどの施設が不足する」（64.3％）などとなっている。 

その一方で、「農作物や果樹への鳥獣被害が増える」、「規制により猟や山菜採りができ
なくなる」については『思う』が半数を下回り、「分からない」が最多となっている。 

 
【奄美大島と徳之島が世界自然遺産になったために懸念又は心配することについての考え

（Ｎ＝808）】 

 
  

14.6 

21.8 

24.1 

27.7 

43.1 

13.7 

26.5 

29.8 

26.1 

27.2 

30.7 

33.5 

36.6 

41.2 

28.7 

42.1 

45.2 

47.9 

44.8 

29.7 

24.3 

22.2 

9.7 

40.8 

22.2 

17.6 

16.7 

9.7 

14.2 

14.6 

9.8 

4.6 

13.9 

6.7 

5.7 

7.1 

3.0 

3.0 

2.8 

2.4 

0.9 

2.0 

1.9 

1.1 

1.5 

0.7 

0.6 

0.6 

1.4 

0.6 

0.9 

0.7 

0.6 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

規制により猟や山菜採りができなくなる

観光客が生活圏に入り，騒がしくなる

交通量が増え，道路が混雑する

観光案内所やトイレなどの施設が不足する

観光客によるゴミのポイ捨てが増える

農作物や果樹への鳥獣被害が増える

希少生物を無断でとる人が増える

生きものの交通事故が増える

利用者が増えて自然環境が劣化する

とても思う 思う 分からない 思わない 全く思わない 無回答
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⑩ 奄美群島振興開発特別措置法についての考え 
奄美群島振興開発特別措置法については、「奄美群島の自立的発展のためには、地域の

努力に加えて、まだ国の特別措置が必要である」が 27.8％で最も多く、次いで「歴史的
にも特別の経緯を持つ地域であり、今後とも国の特別措置が必要である」（21.2％）、「他
の地域に比べ多くの面で格差があり、今後とも国の特別措置が必要である」（20.0％）な
どとなっており、上記３項目を合計した『国の特別措置が必要である』と回答した割合は
69.0％と約 7 割を占めている。その一方で、「わからない」も 28.0％みられている。 

 
【奄美群島振興開発特別措置法についての考え（Ｎ＝808）】 
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⑪ 奄美群島の振興開発についての意見・提言 
奄美群島の振興開発についての意見・提言として、以下のことなどが挙げられている。 

 
【奄美群島の振興開発についての意見・提言】 
○テキストマイニングによる分析結果（ワードクラウド） 

 
注 1：ワードクラウドは、スコアが高い言葉を選び出し、その値に応じた大きさで図示したもの。名詞は青色、

動詞は赤色、形容詞は緑色。 
注２：スコアとは文章の中でどれだけ特徴的かを点数化したもの。通常は単語の出現回数が多いほどスコアが

高くなるが、「言う」や「思う」等どのような種類の文章にも現れる単語はスコアが低めになる。 
ツール：ユーザーローカル テキストマイニングツール（ http://textmining.userlocal.jp/ ） 

 
○具体的な意見・提言 
 もっと学生たちの遊べる場所を作るべきだと思う（奄美高校、女）。 
 大人の遊び場だけでなく、子供の遊び場をもっと多く作るべき。ドン・キホーテ等が欲しい。大手の飲食店

を増やして欲しい（奄美高校、女）。 
 パチンコ店を作らず、ショッピングモールを建設し、生活を豊かにするべき（奄美高校、女）。 
 学生が行けるような施設をもっと増やして欲しいです（あいあい広場みたいなところ）。ベンチを置いて欲

しいです。とにかく遊べるところを増やして欲しい（奄美高校、女）。 
 奄美の人が県外に出た時、自信を持って奄美出身だと言えるようにすることが大事。本土の人に、島の人達

が奄美の良さを伝える（奄美高校、男）。 
 パチンコ店等の建設だけでなく、子供から大人まで遊べる場所を作って欲しい（奄美高校、女）。 
 商業施設が少なすぎる。遊べるところがない（奄美高校、男）。 
 パチンコ店をなくして欲しい（奄美高校、男） 
 島外の人への経済的支援も良いのだが、もう少し島に住んでいる人に寄り添っても良いのかなと思う。介護

職などは必要とされていると思うが、仕事内容の割に給料が少ないと思う（古仁屋高校、女） 
 嘉徳の護岸工事の話が出て、一部の住民は反対したのに工事が一方的に進められたということがあった。住

民の安全のためとはいえ、住民が納得できないまま自然を踏みにじる様なことをするのは違うと思う。せめ
て、少しでも納得出来る方法を取って欲しいと強く願う（古仁屋高校、女）。 
 バスの運賃を安くして欲しい。道にゴミ箱を設置して欲しい。屋根が欲しい（古仁屋高校、女）。 

http://textmining.userlocal.jp/
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○具体的な意見・提言（続き） 
 山道を少なくして欲しい。高校のグラウンドを整備して欲しい。ファミリーマートを増やして欲しい（古仁

屋高校、男） 
 町の公衆トイレにウォシュレットを付けて欲しい。清水にファミリーマートを作って欲しい（古仁屋高校、

男）。 
 観光には良い土地柄だが移住となれば難しいので、もっと交通機関の充実や物価を抑える等の対策をして欲

しい。また、若者が島に残って働きたいと思えるような就職口が欲しい。コンビニを増やして欲しい（古仁
屋高校、女）。 
 全ての公園にバスケットゴールを設置して欲しい。バスケットのイベントや大会を増やして欲しい（1on1 や

3on3 など）（古仁屋高校、男）。 
 学生が楽しめる施設が増えて、住民の意見を聞き入れられる島になったら良いと思う（古仁屋高校、女）。 
 もっと交通の便を良くして、過ごしやすく、来やすい島にした方が良い（古仁屋高校、男）。 
 若い世代の人達を集める為に、普通科以外の学科がある高校を増やして欲しい（古仁屋高校、男）。 
 人口を増やしたい（古仁屋高校、男）。 
 観光客を増やせばお金も動くし、魅力を感じて移住してくる人も増えると思います。詳しくは分からないが、

自然遺産という大きな武器をたくさん利用するべきだと思う。自然遺産があるのはすごい事なのに、自然遺
産が決定してから周囲の変化を全く感じない（徳之島高校、男）。 
 6 次産業化の安定を図ることが大事だと思う（喜界高校、男）。 
 建物を増やし、飲食店も増やして欲しい（喜界高校、男）。 
 建物を増やす（喜界高校、男）。 
 大学や専門学校が出来たら良いと思う（喜界高校、男）。 
 遊べる場所が欲しい。店を増やして欲しい（喜界高校、男）。 
 鹿児島本土の人々ばかり国からの特別な措置を受けて、群島は有名になりそうな時だけ鹿児島県なんですと

全国に発信しているようにしか見えない。鹿児島本土の人が群島の細かな良さを見つけて全国に発信するな
ど、群島と鹿児島本土の人々がもう少し助け合って群島全体を盛り上げて欲しい（喜界高校、回答しない）。 
 観光客を受け入れるホテル等の改善をして欲しい。島外と比べて良い物とは言えません。島の魅力だけでは

次も来たいとは思えません。また、伝統文化のアレンジを希望します。喜界島に住んで居るのですが、伝統
文化はあまり万人受けするとは言えず、島外に売り出せないと思います。私の意見ですが、奄美群島の郷土
料理はとても美味しくて島外に出せるものだと思います。体に良い物もあるので、アレンジレシピなどを作
成し、島外でも作れるからと簡単に飽きさせないような工夫をすれば更に良くなると思います。最近はテレ
ビなどで取り上げられることも増えていますが、それだけでは短いブームになると思います。そうならない
為、今のブームに便乗するような形で、広告や PR 動画などを発信するのはどうでしょうか。今の時代は動
画などがバズリ、大成功している人が多くいます。例えば有名なユーチューバー等に協力してもらえば更な
る経済などの向上を見込めると思います。振興開発とはあまり関係ない話が多くなりましたが、この案を発
言する場が他にないので書かせていただきました（喜界高校、男）。 
 バリアフリーをもっと充実させて欲しいと感じています。障害者と高齢者が住みやすい奄美になって欲しい

です。今の奄美の現状は、とても住みづらいです。病院など限られた施設しかエレベーターが無い。当たり
前の様に障害者が一人暮らしを経験できる世の中になってもらいたいです（奄美情報処理専門学校、男）。 
 ガソリン価格の引き下げは島民にだけのことではなく、観光客の移動のことも考えると必要不可欠だと思っ

ています。島の交通は充実しているとは言い難いです。名瀬市内の移動ならまだいいかもしれませんが、奄
美の魅力である各地の自然へのアクセスは不便であると言えます。また、独自の文化を大切に保護する対策
は必要だと思います。観光客や移住者からの苦情で八月踊りが小規模化するなどは悲しい事だと感じていま
す。島の振興の為にも文化を守る姿勢を強く示す必要があると考えています（奄美情報処理専門学校、女） 
 就職先の選択肢の乏しさや若者向けの娯楽施設の少なさから、若者が島内で暮らすには都会と比べて窮屈だ

と思う（奄美情報処理専門学校、回答しない）。 
 企業誘致をして欲しい（奄美情報処理専門学校、男）。 
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○具体的な意見・提言（続き） 
 至る所で埋め立てをしているが、そこに建てる施設は子供たちが遊べる様な所が少ないです。子供たちが元

気に遊んでいるのを見れないのが悲しいので、子供達が遊べる施設を建てて欲しいと思います。他には交通
の便が悪いです。高速道路まではいかなくても、2 車線、3 車線で走れる道が欲しいと思います（奄美情報処
理専門学校、男）。 
 島外への交通機関の値段が高いので安くして欲しい。住用と大和を繋ぐトンネルが出来て欲しい（奄美情報

処理専門学校、男）。 
 もっと若い人達が遊べる施設が欲しい。もっと良い病院が欲しい（奄美情報処理専門学校、男）。 
 これから観光客が増加する傾向にあるので、リゾートなどの施設を増やし過ぎて奄美の自然を壊さない様に

して欲しい（奄美情報処理専門学校、男）。 
 これからの奄美の発展には交通の利便性の向上と、高齢者が住みやすいサポートが必要になってくると思い

ました。足腰が弱くなってきた人が買い物や病院など色々と不便になっている所が多いので、サポートが充
実したら良いと思います（奄美情報処理専門学校、男）。 
 奄美に来るための旅費交通費をもう少し安くして欲しい。世界自然遺産となり奄美の価値が高くなったのは

分かるが、交通費が高いと奄美に気軽に来れなくなり、旅行客が少なくなると思う。帰省する時も値段を見
てためらう人もいるはず（奄美情報処理専門学校、男）。 
 バスの運賃が高い。娯楽施設が無い（大島北高校、男）。 
 交通の便を良くするともっと発展すると思います（大島北高校、男）。 
 観光客のマナーが悪くなり、森や道路にゴミが落ちている光景が多くなってしまうのではないかと思ってい

ます。マナー順守を徹底できるように、空港や海の商業施設にポスターを貼ることを提案します。また、島
に雨の日でも体を動かしたり、体験（クラフト）出来る施設があると観光客も増えると思うし移住者も増え
るかもしれません（大島北高校、女）。 
 私は集落行事が大好きなので、無くなって欲しくないなと思います（大島北高校、女）。 
 観光スポットに、置いてあったら面白いような形やデザインのゴミ箱が必要だと思う。理由は、普通のゴミ

箱が観光スポットにあると目立ってしまうからです。せっかく置くのならば奄美の天然記念物をモデルにし
たものを作ったりすると、景観を損ねることも無くゴミのポイ捨ても減らせると思う（大島北高校、男）。 
 I ターンする人は多くなったと聞いたことがあるが、U ターンをする人をあまり聞かない。だから、U ターン

をする人達が増える取り組みをしたら良いのではないかと思う（大島北高校、男）。 
 パチンコ店ではなく商業施設を作って欲しい（大島北高校、女）。 
 島口の意味や島唄の歌詞の意味を広めることはとても良い事だと思う。島唄の歌詞は興味深い。おもしろお

かしく紹介したパンフレットやリーフレットなどを作れば、みんな見てくれるのではないかと思う（大島北
高校、女） 
 今まで通りで良い。急ぎ過ぎないで、ゆっくりが良い（与論高校、男） 
 若者に優しい島になった方が良い（与論高校、男）。 
 本土と違い、交通が不便すぎる。需要のある職業がだいぶ限られていて、若い人達が活躍できる場がない。

それにより、地元に戻ってくる人達が少なくなっていると思う（与論高校、男）。 
 ビーチバレーのネットが欲しい（与論高校、男）。 
 自然を壊さない程度に開発を行って欲しい（与論高校、男）。 
 環境を壊さない事を第一に進めていくべきだと思う（与論高校、女）。 
 雇用の拡大と公共事業の拡大。民間企業が参入しやすいように経済環境を充実させて欲しい（沖永良部高校、

男）。 
 観光で来た人が宿泊の時に嫌な思いをすると困るので、飲み屋の人に気を使って欲しい（沖永良部高校、女）。 
 地域格差が生じてしまっている事は大きな問題であるが、島の良さを保つためには必要最低限の保障のみで

良いと思う。現在、取り組むべき課題は地域発展に関する事ではなく、自然環境の保全等に関してだと思う
（沖永良部高校、男）。 
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○具体的な意見・提言（続き） 
 高校生や中学生などに島の特産品のジャガイモやバナナ、マンゴー等、島で取れる物を販売できるようポス

ターを書いてもらったり、何か新しい商品の提案をしてもらうのはどうでしょうか（沖永良部高校、女）。 
 コンビニエンスストアが少ない島もあるので、増やして欲しい（沖永良部高校、男）。 
 せっかく綺麗な海や自然が沢山あるのにゴミが多かったり、宿泊施設も少ないと感じる。もっと、観光業に

力を入れた方が良いと思う（沖永良部高校、女）。 
 奄美の開発、頑張って下さい（樟南第二高校、女）。 
 自分は三味線をしています。高校生で弾ける人は少ないので、伝統として残って行くのか不安です。三味線

を始めるのには少しお金がかかります（最低でも 4 万円ほど）。町などから補助金があれば三味線を始める
人が増えると思います（樟南第二高校、男）。 
 離島割を無くすのはやめて欲しい。より、帰って来づらくなる（樟南第二高校、女）。 
 もっと、自分たちの伝統を繋げていきたい（樟南第二高校、男）。 
 徳之島に住んで居て、小さい時は魅力に気づく事が出来ませんでした。しかし年齢を重ねるにつれ、他の場

所に住んで居ると体験する事が出来ない自然と身近に触れ合う事ができて、この地域特有の文化や伝統も今
では魅力に感じています。この奄美群島で生まれた人としては、やはり少しでも多くの人に存在を知っても
らい、観光に来たり移住したりする人が増えると良いなと思います。意見としては、今あるジャガイモやサ
トウキビなどの産業をもう少し PR したり、観光客を集めることが一番大切だと思うので、観光地を整備し
たり CM やテレビ番組で紹介してもらうのが良いのではないかと思います（樟南第二高校、女）。 
 もっともっと PR をするべきだと思う。SNS で県外や国外の人達と交流する際に奄美を知らない人が多いの

で、色んなものを活用して PR するのが良いと思う（樟南第二高校、女）。 
 暮らしやすくなる事は良い事だと思う反面、奄美が発展し、人口が増加する事への不安がある（大島高校、

女）。 
 奄美大島は離島の中でも有名になってきている島ですが、国に支えてもらわないと、少ない人口の上に少子

高齢化が進んでいる島の人々だけでは守れないと思います。また、島を守る為にもっと他県、他国にアピー
ルして収入を得て、人口増加に取り組むべきだと思います（大島高校、女）。 
 沖縄県を見習うより、同じような規模の小さい離島である宮古島や石垣島辺りを参考にした方が良いと思う。

沖縄県はもう確立している観光地なので、それと対等に競争するのは無理がある。沖縄県は空港に国際線が
あるので海外のツアー客も多いです。本当に競争をしたいのであれば、その辺りも考慮した方が良いと思う
（大島高校、回答しない）。 
 奄美大島の自然保護だったり、文化、伝統の衰退防止も大事だと思うが、学生が勉強できる環境施設を増や

して欲しい。それが奄美の未来の為でもあると思う（大島高校、女）。 
 大島紬や希少な動植物等、奄美固有のものを衰退させない様努める事。進学後に奄美へ戻りたくなる様な職

や制度（奨学金等）を整える事。この二つを通して沖縄との差を図る事が必要だと思う（大島高校、女）。 
 パチンコ店を作る前に、他に作るべきものがあると思う。本島の方のファミマの様にコラボ商品を作って欲

しい。ローソンが欲しい。鳩浜のドラックイレブン、パチンコ店の前の歩道を整備して欲しい（大島高校、
男）。 
 学習環境を整えて欲しい（クーラー、冷水器等の設備）。高校生の学習課題に「道徳」を取り入れた方が良い

と思う（大島高校、男）。 
 子供の医療設備をより良くして欲しい（大島高校、男）。 
 「命むき出し奄美大島」の映像は感動しました。友達との間でも話題になりました。自然の雄大さが伝わる

魅力的な動画でした（大島高校、女）。 
 アンコウ産業の見直しをするべきだと思う（大島高校、女）。 
 未だコロナウイルスが猛威を振るっているので、空港に体温計を設置し、発熱が疑われる場合は病院へ送る

等、観光客に向けた対策を取るべき（大島高校、女）。 
 道路を広くしたりする事はただの自然破壊でしかないと思うのでやめて欲しいと思う。今まで狭くても不自

由ではなかった（大島高校、女）。 
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○具体的な意見・提言（続き） 
 先ず、地域の経済を回さない事には始まらない。名瀬の埋立地域には大手の商業施設を誘致するべき（ホテ

ル、ショッピングモール等）。自然だけでは人は来ないと思う。沖縄の様に歴史、自然、商業を発展させるべ
き。大企業の誘致は経済活性に大いに繋がる。更に港を大きくして物流の拠点とする。商業、物流の観点か
らも、交通網整備は不可欠。地元小売業を守りながら、大企業も出店したいと思えるような仕組みづくり（例
えば、フランチャイズ展開など）を工夫する必要がある。奄美大島は本土と沖縄の間という微妙な立地だが、
それを逆手にとって観光業を起こす。そして沖縄との繋がりを強化し、物資の中継地としての役割を分業し
たりしてはどうか。また、スポーツが盛んなのだから、スポーツと観光系を組み合わせたイベント等を開い
てはどうか。奄美大島の住民性として新しい物に集まりやすいと思うので、企業を誘致して成功すれば、他
の企業（小売チェーン、衣料品チェーン店、牛丼、大手宿泊企業、ショッピングモール）がどんどん出店して
くるのではないか。今の奄美大島の現状を鑑みるに、人口減少、格差拡大、過疎化が広がるばかり。これを食
い止める為にはここで思い切った経済政策を実行するほかに道はない（大島高校、男）。 
 離島というハンディから起こる経済格差はとても大きい。これは国の特別措置が必要ではあるが、頼りすぎ

るのも良くない。その塩梅が振興へ大きく影響すると思う（大島高校、男）。 
 観光業が盛んになる事、居住者が増える事、観光客が増える事によって本来の自然豊かで穏やかな奄美大島

が衰退しそうで怖い（大島高校、男）。 
 ただ収益の為に観光関連の職業が発展するのは良くないと思う。沖縄のようになってはいけない。奄美だか

らこその良さが沢山ある。観光に関しては、そこを間違って欲しくない。島の人より観光客が多くなる事は
少し寂しく思う（大島高校、女）。 
 観光客が綺麗に奄美を過ごせるようにマナーの徹底が出来たら良いと思います（大島高校、女）。 
 空港の近くに店が欲しい。サイクリングが好きだが、苔が生えていて危ないと感じる道路や場所が多々ある

（大島高校、男）。 
 いかなる場合でも自然保護が優先されすぎている気がする。普段の生活で不便な場所にはテトラポットや防

波堤の設置、森林伐採も必要だと思う（大島高校、男）。 
 給料が安い割に家賃が高いので安くして欲しい（大島高校、男）。 
 パチンコ店の増設が本当に必要なのか疑問に思う（大島高校、女）。 
 海や公園のゴミが多いからゴミ箱を設置して欲しい（大島高校、女）。 
 遊ぶ場所が少なすぎる（大島高校、男）。 
 離島間を行き来する船や飛行機の便数を増やして欲しい。夏祭りもして欲しい。高校等の行事の短縮化をも

う少し緩くしてくれると、入学者も増えると思います。電車も作って欲しい。名瀬市内が思ったより発展し
ていないのも気になる（大島高校、女）。 
 野良猫ゼロを目指す事（猫が殺されないように）。徳之島頑張れ（大島高校、女）。 
 アウトドアウエディングという事業の現実化。奄美の美しい自然の中で結婚式を挙げたいと思う人が沢山い

ると思うので、事業化できればきっと地域活性化になり人々も増え、これから活気ある島になっていくと思
います（大島高校、女）。 
 中学生、高校生などの勉強場所が足りないと感じました。地域の公民館を開放して日中や夜間まで開けて勉

強場所を作ったり、空き家などを利用して新たに勉強場所を作ったりして欲しいです（大島高校、女）。 
 高いビルを建てて欲しい。遊ぶ施設も必要だと思う（大島高校、男）。 
 奄美にある商品をたくさん売る（大島高校、女）。 
 奄美群島は自然が豊かなので、今後も自然を守れるようにしていけば良いと思います。ゴミ拾い活動等を増

やしていけば良いと思います（奄美看護福祉専門学校、女）。 
 商業施設やリゾート地が増えると、もっと観光客が増えると思います。しかし観光客が増えれば、奄美の自

然環境の状態が悪化する可能性があるので、そこに対しての配慮が必要だと思います。奄美群島の発展のた
めに頑張ってください（奄美看護福祉専門学校、女）。 
 パチンコ屋などをもっと減らし、子供から大人まで幅広い年代が活用できるお店を作って欲しいです。アウ

トレットモールなどを検討して欲しい。パチンコ屋は本当に要らないです（奄美看護福祉専門学校、男）。 
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○具体的な意見・提言（続き） 
 島外に出た後、将来奄美に戻ってくるつもりはありませんが、里帰り出産はしたいと思っているので育児制

度を充実させて欲しいです。普段使うスーパーに観光客がいます。コロナ禍なので怖いです（奄美看護福祉
専門学校、女）。 
 商業施設が少ない。パチンコ店は要らない（奄美看護福祉専門学校、男）。 
 奄美の自然が破壊されずそのまま残るようにして欲しい（奄美看護福祉専門学校、男）。 
 振興開発の前に、観光客の増加により島の人が危険な目にあっている。まずはそこを解決するべきだと思う

（奄美看護福祉専門学校、男）。 
 奄美出身ではないですが、奄美に来て感じる事がたくさんあります。まず、意外と交通量が多いので（車社

会である）、道路を 2 車線にするなど車線を増やして欲しい。街の設備も全て古くて利用料金が高いので、
都会と同じような設備、料金にして欲しい。そうしたら、人口増加にも絶対繋がると思います（奄美看護福
祉専門学校、女）。 
 空き家バンクを充実させて欲しい（奄美看護福祉専門学校、男）。 
 観光客の中にはマナーを守らない人がいると思います。そのような人がたくさん来ると自然環境が悪化して

くると思うし、コロナ等の感染対策も徹底していく必要があると思います（奄美看護福祉専門学校、女）。 
 パチンコ屋は作っても良い事はないので、これ以上増やさない方が良いと思う（奄美看護福祉専門学校、男）。 
 島特有の自然・文化が活かされ、若者が暮らしやすい社会（奄美）を実現してください（奄美看護福祉専門学

校、男）。 
 若者が遊べるようなアミューズメント施設があれば、島外へ進学・就職する人が減るのではないかと思う（島

には遊ぶ場所が無いと良く言っています）（奄美看護福祉専門学校、男）。 
 振興開発が分からないが、ゴミ箱、ベンチの増量をして欲しい。移動が限られる人がいるので、自転車を無

料で借りられる施設があると助かると思います（大島高校、女）。 
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参考資料 
アンケート調査票 
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